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【近畿ブロック】 

 

官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

応募様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

1．団体名 野洲市 

2．事業名 野洲駅南口周辺整備における交流/商業施設整備事業 

・事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

野洲駅南口周辺の市有地を対象に、にぎわいと活力にあふれた地

域を創造するために交流/商業施設を整備する。 

・事業実施にあたり重視する

点 

市内住民や在勤者が多く利用するにぎわいのある施設にしたい。 

・事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

・施設等の用途 観光案内所などの公的機能とレストラン・カフェなどの商業テナ

ントの施設 

3．サウンディングの目的 

 

野洲駅南口周辺におけるにぎわいの創出には民間事業者との連携

が必須であると考えており、その可能性を検証するため。 

4．事業対象地の概要  

① 所在地（交通情報含む） 滋賀県野洲市小篠原 2194 番 10 ほか（野洲駅から徒歩 1分） 

② 敷地面積 約 1770 ㎡ 

③ 土地利用上の制約 商業地域、建蔽率 80％・容積率 400％ 

④ 所有者 野洲市 

⑤ 周辺施設等 800m 圏内にＪＲ野洲駅、医療施設、小学校、市役所、スーパー

等の商業施設が立地 

 

⑥ 対象地周辺の一般的な

イメージ 

交通利便性の高さから駅周辺には通勤者や通学者が多いが、待ち

時間に利用できる場所がないため通過点として利用されており人

が留まらない。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

・平成 33 年度に隣接地にて病床数 199 床の市民病院が開院予

定 

・平成 33 年度以降に市民広場、文化・スポーツ施設、交流施設

を順次整備予定 
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5．対象施設の概要   

5-1．建物 既存 整備後（予定） 

① 施設名称 ⅰ)南口サイクルセンター 

ⅱ)南口公衆便所 

ⅲ)すまいる市野洲駅前支店 

（仮）交流/商業施設 

② 施設の延床面積 ⅰ)567.5㎡ 

ⅱ)44.0㎡ 

ⅲ)41.1㎡ 

提案により決定 

 

③ 建物の構成（構造、階

数） 

ⅰ)鉄骨造 2階 

ⅱ)ＳＲＣ造 1 階 

ⅲ)軽量鉄骨造 1階 

提案により決定 

 

④ 主な施設の内容、導入

機能 

ⅰ)駐輪場 

ⅱ)公衆便所 

ⅲ)地元野菜等直売所 

 

・公的施設（観光案内所、図書、

駐輪場） 

・民間収益施設（調剤薬局、ビ

ジネスホテル、レストラン・カ

フェ、フィットネスジム 等） 

・コンベンション機能 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

ⅰ)(一社)野洲市給与所得者の会 

ⅱ)野洲市 

ⅲ)野洲市まるかじり協議会 

事業用定期借地方式 

 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

 ・隣接地に整備する市民病院と

渡り廊下で接続予定 

5-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

① 施設名称   

② 規模、能力 等 

③運営状況 

(運営主体、事業手法 

等） 

④その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

6．事業環境  

① 人口、高齢化率 人口 51,113人（平成 29 年 12月 1 日現在） 

高齢化率 25.2％（平成 29 年 12月 1 日現在） 
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② 対象地周辺の人口構成 昼夜間人口構成比率 99.2（平成 27 年度国勢調査） 

③ 市民意見等 （添付資料）にぎわいづくり市民会議結果  

7．事業関連  

① 現状及び課題 ・本市では、人口は微増傾向にあり、全国的な人口減少に比べて

恵まれた状況であるが、将来的には人口減少と高齢社会の到来が

予想される。 

・一過性のにぎわいづくりではなく持続させる必要がある。 

・気軽に利用できるカフェのような飲食店や、若者や子育て世代

が集う場所がない。 

・待ち合わせや待ち時間に利用できる場所がないため、通勤者や

通学者の通過点にすぎず、人が留まらない。 

③ 目的、考え方・基本方針 駅周辺地域コンセプト 

・心と体の健康をテーマに人と人がつながることで生まれるにぎ

わいづくり 

 

施設のコンセプト 

・市民が成長・活動・交流できる環境の提供 

・市の魅力向上・発信 

・にぎわいと活力が生まれるビジネスの促進 

④ 前提条件 ターゲット：市民・駅周辺地区の来訪者 

施設の所有形態：民間事業者単独所有、区分所有 等 

⑤ 事業スケジュール（案） 平成 32年 着工、平成 33 年度 供用開始 

8．対話内容 導入機能、事業スキーム、本事業への関心、事業参加の体制、公

募条件 ※意見・提案を求める内

容をご記入ください。 

9．対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありませ

ん。 

1.設計   2.建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（                     ） 

 

■ 添付資料 

・計画地の位置図 

・敷地図 

・事業概要 

・現況の写真 

・イメージ図 

・人口分布（メッシュ別人口密度） 

・にぎわいづくり市民会議結果（6．の③関連） 


